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OPCAB のアンケート調査 

アンケート期間：2010 年 7 月～9 月 

対象：AHVS/OPCAB 研究会 世話人・幹事 

回答数：39 

 

①最近の先生ご自身の年間単独 CABG 件数、また、施設の単独 CABG 件数は？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②先生の OPCAB の割合は？また、施設の OPCAB 割合は？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③先生が OPCAB を始めた時の CABG の経験数と年齢は？ 
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④現在までのご自身の CABG（OPCAB と ONCABG を合わせた）の総数は？ 

また、その内、OPCAB の件数は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ＯＰＣＡＢを始める前の ON PUMP BEATING の経験は？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑥先生が OPCAB の施行を避ける症例は（複数回答可） 
 

１．冠動脈の変化が強い 

２．低左心機能 

３．緊急手術 

４．僧帽弁逆流の合併 

５．多枝病変 

６．心臓が大きい 

７．その他 

 

⑦OPCAB の施行を避ける症例で「冠動脈の変化が強い」と答えた方は 

以下のどれがポイントと思いますか？ 
 

１．石灰化が強い 

２．LAD が１ｍｍ以下 

３．透析症例 

４．その他 

 

 

OPCAB+ONCABG  OPCAB  
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⑧OPCAB の施行を避ける症例で「低左心機能」と答えた方は 

どれを選びますか？ 
 

１．EF ＜１０％ 

２．EF ＜２０％ 

３．EF ＜３０％ 

４．EF ＜４０％ 

５．EF ＜５０％ 

６．その他 

 

 

⑨OPCAB の施行を避ける症例で「緊急手術」と答えた方は 

どれを選びますか？ 
 

１．カテコーラミン（DOA7γ以上）使用例 

２．IABP 使用症例 

３．急性心筋梗塞例 

４．不安定狭心症 

５．その他 

 

 

⑩OPCAB の施行を避ける症例で「僧帽弁逆流の合併」と答えた方は 

どれを選びますか？  
 

１．Mild~Moderate 

２．Moderate  

３．Severe  

４．SG カテで Mean PAP>30ｍｍHg 

５．SG カテで Mean PAP>40ｍｍHg 

６．その他 

 

 

⑪OPCAB の施行を避ける症例で「多枝病変」 

と答えた方はどれを選びますか？ 
 

１．2 枝以上 

２．3 枝以上 

３．4 枝以上 

４．5 枝以上 
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⑫OPCAB の施行を避ける症例で「心臓が大きい」と答えた方は 

どれを選びますか？ 
 

１．心胸比＞５０％ 

２．心胸比＞５５％ 

３．心胸比＞６０％ 

４．LVDｄ＞５５ｍｍ 

５．LVDｄ＞６０ｍｍ 

６．LVDｄ＞６５ｍｍ 

７．その他 

 

⑬PUMP CONVERSION（PC）の経験はありますか？また、それは何例？ 

 そして、初めての PC の時の OPCAB 数は何例？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭前問で PUMP CONVERSION（PC）の経験が「ある」の方に聞きます。 

その原因は何でした？（複数回答可） 
 

１．テクニック不足 

２．予期せぬ心室性不整 

３．吻合後の術中梗塞 

４．麻酔科との連携不足 

５．その他 

 

 

PC  初 PC時の OPCAB数 
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⑮OPCAB と ONCAB について 
 

１．グラフトの選択は変えている 

２．テクニックは変えている 

３．変えていない 

 

 

 

 

⑯OPCAB と ONCABG のグラフト選択を教えてください。 

 

■LAD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Diag 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■OM 

 

 

 

 

 

 

 

 

ONCAB OPCAB 

ONCAB OPCAB 

ONCAB OPCAB 

n=39 

na:回答なし 

variable:症例・年齢などで異なる 

 

variable:症例・年齢などで異なる 

 

n=39 

na:回答なし 
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■PL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■RCA(＃３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■４PD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰２枝 OPCAB でのグラフト選択は 
 

１．LITA+SVG 

２．LITA+RA 

３．LITA+RGEA  

４．両側 ITA 

５．その他 

 

ONCAB OPCAB 

ONCAB OPCAB 

ONCAB OPCAB 

*+ITA/SVG 
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⑱３枝以上の多枝 OPCAB でのグラフト選択は 
 

１．LITA+SVG 

２．LITA+SVG＋RA 

３．LITA＋SVG＋RGEA 

４．両側 ITA+SVG  

５．両側 ITA＋RA  

６．両側 ITA＋RGEA 

 

⑲OPCAB と ONCAB の冠動脈側の吻合法について 
 

１．吻合法を変えている 

２．過去に吻合法を変えていたが今は同じ 

３．初めから同じ 

 

 

 

 

 

⑳OPCAB の LAD と ITA の吻合法について（複数回答可） 
 

【⑳-A：糸について】 

１．８－０を使う 

２．７－０を使う 

３．冠動脈に合わせて８－０と７－０を使い分ける 

４．その他 

 

【⑳-B：吻合法について】 

１．連続吻合で運針数は平均（    ）本 

２．結節吻合で運針数は平均（    ）本 

３．側々吻合で縦につないで最後に LITA の先端をクリップする 

４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続吻合の平均運針数内訳 
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○21 OPCAB の LITA-LAD の吻合について 
 

１．一番初めに行っている 

２．一番最後に行っている 

３．高度虚血冠動脈の次に行っている 

４．決めていない。 

５．その他 

 

○22 OPCAB でシャントチューブの使用について（複数回答可） 
 

１．ルーチンに使っている 

２．1.5mm 以上の冠動脈のみ使っている 

３．LAD には必ず使っている 

４．RCA の本幹には必ず使っている。 

５．使っていない 

６．その他 

 

 

○23 OPCAB の時の大動脈側吻合について原則として（単一回答） 
 

１．部分鉗子を使っている 

２．ハートスリングを使っている 

３．エンクローズを使っている 

４．パスポートを使っている 

５．その他 

 

 

○24術中 periaortic echo について（単一回答） 
 

１．OPCAB、ONCAB に関わらず必ずやっている 

２．大動脈側吻合があるときたけやっている 

３．まったくやっていない 

４．その他 

 
 

 

○25 OPCAB で術中にグラフトの開存をルーチンに確認している。 
 

１．はい 

２．いいえ 

３．その他 
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○26前問で「はい」の方にその方法は？（複数回答可） 
 

１．電磁流量計 

２．超音波流量計（transonic system） 

３．ICG 蛍光法による近赤外線カメラ 

４．術中カテーテル造影法 

５．その他 

 

 

○27 OPCAB で退院前に術後造影検査をルーチンに行っている。 
 

１．はい 

２．いいえ 

３．その他 

 

 

 

 

○28．前問で「はい」の方その方法は？ 
 

１．MDCTAngio 

２．冠動脈造影検査 

３．その他 

 

 

 

 

○29術前造影大動脈 CT ついて 
 

１．ルーチンに行っている 

２．単純 CT だけ行っている 

３．CT はやっていない 

４．その他 

 
 

 

○30今後の単独 CABG における OPCAB についての予想 
 

１．このまま６０％前後の施行率で行く 

２．今後も施行率は上がって行く 

３．次第に下がってハイリスク症例に限られる 

４．その他 
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○31 OPCAB と ONCAB で拡大鏡メガネの倍率は 

 

１．変えている（     X ⇒     X ） 

２．変えていない 

３．その他 

 

 

 

 

 

○32大変失礼かと存じますが現在の先生のご年代を教えてください。 

 

１．２０歳台後半 

２．３０歳台前半 

３．３０歳台後半 

４．４０歳台前半 

５．４０歳台後半 

６．５０歳台前半 

７．５０歳台後半 

８．６０歳台前半 

 

 

 

 

以上、ご協力本当にありがとうございました。 
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